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をそのいずれかに振り分けた。
図1 「中国留日学生報」の記事属性の割合 (1947-1949)
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出典： 「中国留日学生報』の1947年3月1日刊行の第3号から1949年12月1日刊行の第38号（中には欠号や一部の
紙面しかない号もある）の全949件の記事内容に基づき、筆者が整理し、作成した。
表 l r中国留日学生報」記事内容分類表
中分類項目名 小分類項目名
在日中国人華僑・留 留8学生生活関連、同学総会関連、東京同学会関連、地方同学会関連、台湾学生聯盟関
日学生関連 連、その他の留日学生団体関連、学生救済関連、配給関連、留日学生掃国関連、華僑総
会関連、その他の在日華僑団体関連、在8華僑生活関連、在8中国人メデイア関連、駐
日代表団関連、学生報関連、東京華僑連合会関連、日中関連団体関連、その他の在日中
国人団体関連、中華学校関連、華僑学生教育関連、中国語学習関連、在日アジア諸国団
体関連、その他の在日中国研究団体関連
中国関連 中国政治関連、中国外交関連、中国経済関連、中国教育関連、中国文化関連、中国メ
デイア関連、中国歴史関連、中国学生運動関連、中国学生団体関連、中国青年運動関
連、中国青年団体関連、中国科学関連、中国内戦関連、台湾関連、 H中関係関連、国府
関連、中国社会関連、その他の国の中国人留学生の帰国関連、他国華僑関連
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強い関心を持っていたことがうかがえる。台湾関連の記事も25件 (2.6%)あった。台湾出身の学生
が同学総会メンバーの三分の一を占めたともいわれるなか、ニ・ニ八事件をはじめ、台湾出身学生が
関心を寄せる出来事にも一定の配慮を示す紙面構成といえる14a
その一方、「日本関連」の占める割合は全体の9.8%にとどまった。日本のメデイアから情報を十分
人手できたためであろう。もっとも、この93件の日本関連記事を分析すれば、当時の留日学生が注日
した日本の国内情勢を考察する上で有益と思われる。
年度別で見ると、 1947年は在日中国人華僑・留日学生関連記事が全体の63.9%を占めた。特に、同
学総会関連が20.6%、留B学生生活関連13.2%、学生報関連9.3%、地方同学会7.6%、東京同学会関連
6.2%など、同学総会及びその事実上の支部であった東京同学会や各地の地方同学会、留B学生生活
関連の記事が多く掲載されており、名実ともに同学総会の機関紙として、 8本全国の留日学生向けの
新聞であったといえる。しかし、在日中国人華僑・ 留日学生関連記事の全体に占める割合は1948年に
37.3%、1949年が39.6%と、 30%台に急低下した。対照的に、「中国関連」の占める割合は、 1947年の
30.1 %から1948年は49.8%、1949年には62.2%と、大幅な上昇を示した。この変化は、内戦が激しさ
を増すなど、中国情勢への懸念の高まりによるものであり、後述する『学生報Jの思想傾向が親中共
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図2 「中国留日学生報』記事内容属性中分類年毎比率 (1947-1949)
出典： I中国留H学生報』の1947年3月1B刊行の第3号から1949年12月1日刊行の第38号の全949件の記事内容
に基づき、筆者が整理し、作成した。
注記：一つの記事に複数の思想傾向が現れる場合、複数統計したため、全体件数は対象記事の949件ではなく、
1019件になり、また年侮の件数も実際の件数より多い。割合の合計も100%ではない。
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『中国留日学生報／記事の思想傾向年毎件数及び比率
息想傾向 全体件数 ,A >A← "'・ 年 9 1947年比字 1948年件数 1948年比率 1949年件数 1949年比率1'1'±/"J--1寸奴
(1019) (356) (281) (379) 
事実 522 73.8% 154 56.8% 106 32.8% 
親中共 184 19.4% 7 2.0% 24 8.9% 47.4% 
75 7.9% 11.8% 19 7.0% 14 4.3% 
同府批判 69 7.3% 3.1% 9.6% 9.9% 
日 ,j8 5.1% 1 l.]% 5.9% 8.7% 
親共産主義 39 1.1% 0.8% 11 6.8% 
毅国府 26 2コ7% 21 5 1.8% ゜ O。0%米国政府批判 19 1.9% ゜ 0.0% 12 4.4% 2.2% GHQ批判 ぶ :·:~~I 
日代表団批判
学lj:_Jj:活態度批判 1 0.1% ゜ 0.0% ゜ 0.0% 1 fU.>l<H 3 0.3% ゜ 0.0% 1.1% ゜ 0.0% I本社会批判 3 0.3% ゜ 0.0% 3 1.1% ゜。こ0%学生報批判 0.2% 1 0.3% ゜ 0.0% 1 0.3% 2 0.2% 0.6% ゜。.0% ゜。.0%'"ふt中共批判 0.2% ゜ 0.0% 0.7% ゜ 0.0% 2 0.2% ゜ 0.0% ゜ 0.0% 0.6% Iゴ＃土共？蜘半I 1 0.1% ゜ 0.0% 1 0:1% ゜ 0.0% 
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華僑団体批判 1 0.1% ゜ 0.0% ゜ 0.0% 1 0.3% 同学会批判 1 0.1% ゜ 0.0% ゜ 0.0% 1 0.3% 在H中国人生活態度批判 1 0.1% ゜ 0.0% ゜ 0.0% 1 0.3% 親米国 1 0.1% ゜ 0.0% 1 0.4% ゜ 0.0% 帝国主義批判 1 0.1% 1 0.3% ゜ 0.0% ゜ 0.0% 同学総会批判 1 0.1% 1 0.3% ゜ 0.0% ゜ 0.0% 華僑総会批判 1 0.1% ゜ 0.0% 1 0.4% ゜ 0.0% H本メデイア報道批判 1 0.1% ゜ 0.0% ゜ 0.0% 1 0.3% ソ連政府批判 1 0.1% ゜ 0.0% 1 0.4% ゜ 0.0% 出典： 「中国留H学生報」の1947年3月1B刊行の第3号から1949年12月1日刊行の第38号の全949件の記事内容に基づき、筆者が
整理し、作成した。
注記：一つの記事に複数の思想傾向が現れる場合、複数統計したため、全体件数は対象記事の949件ではなく、 1019件になり、ま
た年侮の件数も実際の件数より多い。割合の合計も100%ではない。
そして図3は、年毎の変化をグラフ化したものである。事実は1947年には記事全体の73.8%に達し
ていたが、 1948年は56.8%、1949年の32.8%と、割合は年々低下した。逆に、 1947年の I学生報』に
掲載された親中共及び親共産主義の記事は、それぞれ17件 (2.0%) と3件 (0.8%) にとどまり、親
国府の21件 (5.9%) に到底及ばなかったが、翌年には24件 (8.9%) と14件 (5.2%) に増加し、親国
府の 5件 (1.8%) を大きく上回った。 1949年になると、「親中共」の記事は153件 (47.4%) に急増
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図3 「中国留日学生報』記事思想傾向年毎比率 (1947-1949)
出典： I中国留日学生報』の1947年3月1日刊行の第3号から1949年12月1日刊行の第38号の全949件の記事内容
に基づき、箪者が整理し、作成した。
注記：一つの記事に複数の思想傾向が現れる場合、複数統計したため、全体件数は対象記事の949件ではなく、
1019件になり、また年毎の件数も実際の件数より多い。割合の合計も100%ではない。
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